
株式会社カインドハウス SDGs宣言
当社は、「関係するすべての方に優しく、幸せに」を理念に、

事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域課題の解決および、持続可能な社会の実現に努めてまいります。

2022年10月26日

株式会社カインドハウス

代表取締役 八木 良

重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

福祉ならではの職場環境づくり
ご利用者さまとそのご家族に、心のこもった介護サー

ビスを提供します。ご利用者さまの不自由、不安、

不満を解決し、安全、安心、快適にご利用いただける

環境づくりをこれからも取り組みます。

経営者自ら現場で働き、現場の声を的確に汲み取り

ます。また、女性が多く働く職場だからこそ、柔軟な

働き方を推進し、働きがい・やりがい・真心をもって働け

る職場を目指します。

【主な取り組み】
・24時間の介護体制

・定期健診による健康状態の提供

・ご利用者さまとご家族との対話

【主な取り組み】
・再雇用制度の充実

・ライフサイクルにあわせた柔軟な勤務体系

環境を大切に ガバナンスの強化
皆さまから信頼される事業者となるため、住み慣れ

た地域で自分らしい暮らしができるように、地域・地方

行政との連携を大切にし、地域包括ケアシステム構築

に向けた取り組みに貢献します。

【主な取り組み】
・ペーパレス化の推進、こまめな消灯

・環境に配慮した設備の導入

・ごみの分別やリサイクルの徹底

【主な取り組み】
・コンプライアンスの徹底

・ご利用者さまとその家族との対話

・法令順守、行政・関係機関との連携

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。

心ある介護サービス

こまめな消灯や廃棄物の削減など、できることから

環境負荷低減に向け取り組みます。環境問題を重要

な経営課題の一つとしてとらえ、持続可能な社会を

目指します。


